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好
き
な
食
べ
物
は
ご
飯
と

み
そ
汁
と
い
う
琉
翔
く
ん
。

な
ん
と
夕
飯
で
は
味
噌
汁
を

３
杯
も
飲
む
ん
だ
と
か
。

　
「
パ
パ
と
う
り
二
つ
で
み

ん
な
に『
パ
パ
に
似
て
る
ね
』

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
ん

で
す
」
と
マ
マ
の
愛
さ
ん
。

　

１
歳
年
上
の
お
姉
さ
ん
の

杏か

恋れ
ん

ち
ゃ
ん
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

で
ラ
イ
オ
ン
や
う
さ
ぎ
を

作
っ
て
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

ま
す
。
最
近
は
、
生
後
３
カ

月
の
弟
、
琉る

星い

く
ん
の
世
話

を
す
る
こ
と
が
マ
イ
ブ
ー
ム

と
い
う
琉
翔
く
ん
。
弟
の
手

を
優
し
く
握
っ
た
り
、
一
緒

に
寝
転
が
っ
た
り
し
て
い
る

そ
う
で
す
。「
朝
、
琉
翔
の

姿
が
見
え
な
い
と
思
っ
た
ら
、

琉
星
の
布
団
に
入
っ
て
一
緒

に
寝
て
い
た
ん
で
す
」
と
愛

さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

パ
パ
の
一
弥
さ
ん
は
「
猪

苗
代
町
は
自
然
が
豊
か
な
の

で
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く

な
っ
た
ら
、
四
季
折
々
の
遊

び
を
し
た
い
で
す
ね
」
と
話

し
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

琉翔くんの名前には、「誰にでも優しくできる人に
なってほしい」。そんなパパとママの願いが込めら
れています。

平成 27 年１月生まれ
～道下
一
か ず

弥
や

さん・愛さんご夫妻の長男

新明　琉
る

翔
か

　くん

左から琉翔くん、杏恋ちゃん、琉星くん

笑顔でこんにちは

　

静
岡
県
三
島
市
立
坂
小
学
校
の

４
、５
年
生
24
人
は
１
月
26
、
27

日
の
両
日
、
本
町
を
訪
れ
、
翁

島
小
学
校
４
、５
年
生
19
人
と
ス

キ
ー
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

本
町
と
同
市
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
物
産
展
や
観
光
Ｐ
Ｒ
活

動
を
通
じ
て
交
流
を
続
け
て
お

り
、
両
校
の
児
童
に
よ
る
交
流
は

今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

26
日
は
、
国
立
磐
梯
青
少
年
自

然
の
家
で
ス
キ
ー
体
験
を
し
た

後
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し

て
各
校
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
。
両
校
児
童
が
宿
泊
し
、
共
に

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

27
日
は
、
野
口
英
世
記
念
館
を

見
学
し
た
後
、
翁
島
小
の
校
庭
で

雪
遊
び
を
通
じ
て
友
情
を
深
め
ま

し
た
。
翁
島
小
５
年
生
の
佐
賀
わ

か
な
さ
ん
は
「
お
互
い
に
自
己
紹

介
を
し
て
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま

し
た
。
雪
の
こ
と
や
猪
苗
代
町
の

こ
と
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
は
、
翁
島
小
の
児
童

が
三
島
市
を
訪
れ
、
坂
小
の
児
童

と
交
流
を
深
め
る
予
定
で
す
。

静
岡
県
三
島
市
坂
小
と
翁
島
小
が
交
流

スクールトピックス

ス
キ
ー
や
雪
遊
び
を
通
じ
て
友
情
を
深
め
る

雪遊びを通じて友情を深める両校の児童たち。雪だる
まのパーツを組み合わせて学校名を書いた

「雪の量の多さにびっくりしました」と感想を話す坂
小５年生の梅澤昊

たか

永
はる

さん（左）と星谷奎
けい

斗
と

さん（右）

スクールトピックス

献血ボランティア活動
　猪苗代高校の生徒８人は 12 月 22 日、「全国学生クリ
スマス献血キャンペーン」の一環として、町役場で行わ
れた献血でボランティア活動に取り組みました。生徒た
ちは、来庁者に献血の協力を呼びかけたり、献血をした
人に記念品などを手渡したりしました。２年生の古川芹
菜さんは「献血のボランティアは今回が初めてでしたが、
献血をしてくれる人が多くて驚きました。今度は自分も
献血してみようと思います」と話しました。

　猪苗代高校観光ビジネス科・国際観光科の学習発表会
は 12 月 13 日、同校で行われました。各学年の生徒代
表が授業や実習を通して考察したことをパワーポイン
トを使用して発表。「インバウンドを誘致するための旅
行プラン」や「米を活用した商品開発」など、さまざま
な考察結果を紹介しました。企業実習で生徒を受け入れ
た静楓亭の荒井加代子さんは「企画内容に肉付けすれば、
実際の観光誘客に活用できます」と講評を述べました。

学校内外に学習成果を発表

　第 10 回えとタイムカプセル埋設式は 12 月 20 日、
猪苗代ハーブ園で行われ、町内の小学校６年生の児童
131 人が参加しました。式では、猪苗代小学校の一ノ瀬
大
や ま と

和さんが「将来の夢は絵を描く仕事に就くこと」、西
山かやのさんは「公務員になるため勉強を頑張る」とメッ
セージを読み上げました。各校代表の児童は、12 年後
の自分に宛てた手紙などが入った宝箱に鍵を掛け、その
鍵を入れたカプセルを同園内に埋設しました。

　「さとうきび親善大使」を務める沖縄県うるま市彩橋
小学校６年生の金

きん

城
じょう

知憲さんと伊
い

波
は

美希さんは１月 27
日、吾妻小学校を訪れ、クロスカントリースキーや雪合
戦などを通して交流を図りました。両校児童は、両県の
特色や文化を紹介し、親睦を深めました。伊波さんは「吾
妻小学校の児童の皆さんは優しくて、楽しかったです。
沖縄県のほとんどの子どもたちは雪を見たことがないの
で、帰ったら雪の感触を教えたいです」と話しました。

さとうきび親善大使が来町

12 年後の自分へ手紙

猪苗代高校

小学校６年生

吾妻小学校

猪苗代高校

授業や実習で考察したことを発表する生徒たち

献血協力者に記念品などを手渡す古川さん（右から２人目）ら

雪合戦を楽しむ伊波さん（右）と金城さん（中央）

メッセージを入れた宝箱に鍵を掛ける児童


